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昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
年
）、
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
に
は
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
と
と
も
に
、
我
が

国
で
は
初
め
て
原
子
核
工
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
た
。
当
時
は
原
子
力

が
「
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
原
子
核
工

学
専
攻
の
設
置
は
原
子
力
平
和
利
用
の
先
端
を
担
う
も
の
で
あ
っ

た
。
冷
戦
下
で
世
界
が
核
技
術
の
軍
事
利
用
に
傾
く
中
、
東
京
工
業

大
学
は
京
都
大
学
と
と
も
に
、「
工
学
の
理
論
と
技
術
で
、
平
和
と

産
業
に
資
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
、
理
論
物
理
・
核
反
応
・
放
射
線
計

測
か
ら
、
原
子
炉
設
計
・
熱
流
体
工
学
・
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
至
る
ま

で
幅
広
い
教
育
研
究
を
推
進
し
た
。

　

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
年
）
に
は
、
原
子
炉
工
学
研
究
所
が
設

置
さ
れ
、
学
外
の
研
究
機
関
や
電
力
業
界
と
の
連
携
も
進
め
ら
れ
、

日
本
の
原
子
力
産
業
を
支
え
る
技
術
者
・
研
究
者
を
多
数
輩
出
し
た
。

卒
業
生
の
多
く
は
、
日
本
原
子
力
研
究
所
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発

事
業
団
、
電
力
会
社
、
原
子
力
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
を
契
機
に
、
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
科
学
技
術
へ

の
ま
な
ざ
し
は
大
き
く
変
化
し
た
。
東
京
工
業
大
学
に
お
い
て
も
、

安
全
性
・
環
境
性
・
持
続
可
能
性
を
柱
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
へ

の
再
編
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
に
大
学

改
革
に
伴
い
科
学
技
術
創
成
研
究
院
先
導
原
子
力
研
究
所
と
な
り
、

さ
ら
に
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
発
展
的
に
改
組
す
る
か
た
ち
で

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。
原
子
力

を
含
む
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
を
研
究
対
象
と
し
、
時
代

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
へ
の
要
請
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
所
で
は
、核
融
合
・
高
温
ガ
ス
炉
・
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
（
Ｓ

Ｍ
Ｒ
）
な
ど
次
世
代
型
原
子
力
の
研
究
に
加
え
、
水
素
製
造
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
統
合
利
用
、
さ
ら
に
は
核
廃
棄
物
管
理
や
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
に
向
け
た
多
様
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
工
学
系
の

み
な
ら
ず
、
物
理
学
、
化
学
、
材
料
科
学
、
社
会
科
学
と
の
学
際
連

携
も
強
化
さ
れ
て
い
る
点
は
、
旧
来
の
「
原
子
力
工
学
」
の
枠
組
み

を
超
え
る
進
化
の
証
と
言
え
よ
う
。

　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
一
○
月
の
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
の

統
合
に
よ
り
誕
生
し
た
東
京
科
学
大
学
に
お
い
て
総
合
研
究
院
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た

原
子
核
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
の
知
見
が
、
今
後
は
医
学
・
生
命
科
学
と

の
融
合
を
通
じ
て
新
た
な
応
用
領
域
に
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
放
射
線
治
療
や
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
利
用
と
い
っ
た
医

用
分
野
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
健
康
、
環
境
と
社
会

倫
理
と
い
っ
た
複
眼
的
視
座
か
ら
の
研
究
展
開
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

「
原
子
か
ら
未
来
を
つ
く
る
」
と
い
う
使
命
を
背
負
っ
て
歩
ん
で
き
た

こ
の
分
野
は
、い
ま
や
「
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
の
社
会
を
工
学
で
実
現
す
る
」

と
い
う
新
た
な
使
命
の
も
と
、さ
ら
な
る
変
革
と
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に
生
き
る

動
物
（
そ
の
一
二
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
森
や
湿
地

帯
で
は
、
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
サ
ラ
マ

ン
ダ
ー
）
が
ひ
っ
そ
り
と
生
息
し
て
い
る
。
体
長
は
二
○
〜
二
五
ｃ

ｍ
ほ
ど
で
、
黒
地
に
黄
色
い
斑
点
を
ま
と
う
そ
の
姿
は
、
森
の
中
で

も
目
を
引
く
存
在
だ
。
毒
性
の
あ
る
皮
膚
分
泌
液
を
持
ち
、
外
敵
か

ら
身
を
守
る
術
を
備
え
て
い
る
。
中
欧
で
は
こ
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

が
中
世
の
錬
金
術
や
神
秘
思
想
と
結
び
つ
き
、「
火
の
中
に
生
き
る

精
霊
」「
変
容
の
象
徴
」
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
か
つ
て
の
書
物

や
家
紋
に
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
小
さ
な
両
生
類
が
描
か
れ
、
人
間
の

想
像
力
の
中
で
文
化
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
静
か
な

森
の
奥
、
あ
る
い
は
ド
ナ
ウ
川
支
流
の
水
辺
に
ひ
そ
む
彼
ら
の
姿
は
、

科
学
と
神
話
の
交
差
点
を
今
な
お
象
徴
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
の
山
間
部
や
鴨
川
水
系
に
は
、
世
界
最
大
の
両
生
類

で
あ
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
す
る
。
そ
の
体
長
は
大
き
い

も
の
で
一
四
〇
ｃ
ｍ
に
達
し
、
重
量
感
の
あ
る
灰
褐
色
の
体
を
く
ね

ら
せ
て
水
中
を
移
動
す
る
様
は
、
古
代
の
生
物
そ
の
も
の
だ
。
特
筆

す
べ
き
は
、
大
雨
の
翌
日
な
ど
に
、
下
流
に
流
さ
れ
た
個
体
が
鴨
川

を
上
流
へ
と
遡
る
現
象
で
あ
る
。
人
々
が
川
沿
い
を
歩
く
朝
、
意
外

に
も
そ
の
巨
体
が
足
元
の
浅
瀬
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
音
も
な
く

流
れ
に
逆
ら
い
泳
ぐ
そ
の
姿
に
は
、
静
か
な
生
命
の
意
志
が
宿
る
。

日
本
で
は
古
来
よ
り
「
ハ
ン
ザ
キ
」
と
も
呼
ば
れ
、
体
を
切
っ
て
も

生
き
る
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
不
死
や
再
生
の
象
徴
と
さ
れ
て
き

た
。
京
都
の
文
化
と
自
然
観
の
中
で
、
こ
の
生
き
物
は
時
に
神
秘
的

な
存
在
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ー
ン
の
森
に
生
き
る
小
柄
な
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
「
変
化
」
や

「
霊
性
」
を
ま
と
っ
て
き
た
の
に
対
し
、
京
都
の
大
河
に
棲
む
巨
体
の

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
「
持
続
」
や
「
循
環
」
を
象
徴
す
る
。
両

市
の
喧
噪
か
ら
一
歩
離
れ
た
場
所
に
棲
む
こ
の
生
き
物
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
風
土
と
文
化
の
深
層
を
静
か
に
映
し
出
し
て
い
る
。
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
と
い
う
存
在
は
、
自
然
と
の
関
係
を
問
い
直
す
き
っ
か
け
で

あ
り
、
人
間
の
想
像
力
の
鏡
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
三
年
間
の
ウ
ィ
ー
ン
在
住
時
に
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
目
撃
し
た
記
憶
は
な
い
。

京
都
で
は
大
雨
の
翌
日
、
京
大
桂
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
通
勤
時
に
鴨
川
べ
り
を
四
条
河

原
町
に
向
け
て
歩
い
て
い
る
と
、
体
長
一

メ
ー
ト
ル
程
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

鴨
川
の
直
ぐ
横
を
上
流
に
向
け
て
ユ
ッ
ク

リ
歩
い
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
。
あ
ま
り

に
も
大
き
い
の
で
何
人
か
の
見
物
者
が
集

ま
っ
て
来
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
今
月
も

両
地
に
生
き
る
動
物
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　

■ 

杉
本
純  

東
京
科
学
大
学
特
任
教
授

             　
　
　
　

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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